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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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今
年
は
実
り
の
秋
で
す

今 月 の 紙 面

２～ ３ 平成５年度決算報告

４ むらの話題

５～ ワ あしら 廿

８ 国保のしおり

９～１０ 交毋だよリ

１１ 教育だよリ

１２～１３ イ呆健婦だよリ

１４ 税務だよリ

巧 年 金

１６ くらしの情報



平成五年度決算報告

総 額 ４５億 ５
，
１３８万 円

は、このように使われました。

一般会計３６億１，９６２万円

特別会計９億３，１７６万円

主な事業
（単位：千円）

〔総務費〕

○庁舎及び振興センター大規模改修事業 ２０３，０３８
０川目地区生活改善センター増改築事業 ２，０２１

０福浦地区ゲートボール場改修事業 １，２８８

〔民生費〕

○街路灯設置事業 ９３９
０デイサービス用リフトバス購入 ７，８９６

０高齢者生活福祉センター整備事業 １２８，９２７

〔衛生費〕

○保健訪問指導車購入 １，１９９

０斎場用地購入 ６，３２１

０ごみ焼却場改修事業 ７，９４５

〔農林水産業費〕

○かんがい排水事業（補助金） ３，６９５

０土地改良施設適正化事業（補助金） １，９９５

０森林総合整備事業 ３，０１７

０間伐促進強化対策事業（補助金） ４，４６２

．０並型魚礁設置事業 ９，８８１
０福浦地区水産物荷捌施設整備事業（補助金） ２９，５２０

０佐井地区水産物処理加工施設整備事業（補助金）

５１９，５４９

０長後漁港改修事業 ８５，９３３

０漁港負担金 ７０，１６６

０矢越漁港埋立排水事業 １１，０５４

０佐井漁港埋立事業 １７，２０１

〔商工費〕

○願掛公園整備用地購入 １９，９０３

０商工会育成事業（補助金） ３，８７０

０観光協会育成事業（補助金） ６，８６７

〔土木費〕

○村道牛滝線特殊改良事業 ２３，２６０

０村道両佐井山手線改良事業 ３，〔〕２８

０県道整備負担金 ６，４２０

０村道整備事業 ３，９０９

０仏ヶ浦港湾整備事業負担金 ９，３７５

〔消防費〕

○防火水槽整備事業（二基分） ８，８５８

０小型動力ポンプ購入 １，４６３

〔教育費〕

○牛滝小・中学校校舎及び屋内運動場大規模改修事業

６２，０８３

０牛滝小・中学校教員宿舎整備事業（１棟３戸）２６，０４０

０磯谷小学校改修事業 ３．２２４

０長後中学校屋内運動場改修事業 ２，４９３

０教育用コンピュータ整備事業 ６，８４３

〔その他〕

○農業施設災害復旧事業 ７，４８６

平
成
五
年
度
の
決
算
が
、
こ
の

ほ
ど
行
わ
れ
た
佐
井
村
議
会
九
月

定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国

か
ら
の
交
付
金
が
、
ど
の
く
ら
い

入
り
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
総
括
〕

五
年
度
決
算
二

般
会
計
）
は
、

歳
入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
の
総

額
は
三
七
億
二
七
三
五
万
九
千

円
、
歳
出
三
六
億
一
九
六
二
万
三

千
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
く
と
一
億
七
七
三
万
六
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
。

会 計

歳 出

２８３，９４４千円

３３９，２７６千円

２５８，５５４千円

２２９千円

４９，７５７千円



こ
れ
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
歳

入
総
額
で
四
億
三
六
四
万
五
千
円

の
増
、
伸
率
で

匸

丁

一
％
増
、

歳
出
総
額
で
三
億
七
五
九
五
万
五

千
円
の
増
、
伸
率
で
一
一
・
六
％

の
増
と
な
り
、
歳
入
歳
出
の
決
算

規
模
で
は
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
増
と
な
っ
た
要
因
は
、
歳

入
面
で
は
新
山
村
地
域
特
別
対
策

事
業
費
補
助
金
、
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
費
補
助
金
の
新
規
増
に
よ

り
県
支
出
金
が
大
巾
に
伸
び
た
ほ

か
繰
越
金
、
村
税
な
ど
が
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
社
会
福
祉
関
係

事
務
の
権
限
委
譲
に
よ
り
扶
助
費

が
大
き
く
増
加
し
た
ほ
か
、
普
通

建
設
事
業
費
、
物
件
費
、
維
持
補

修
費
な
ど
の
増
に
よ
り
ま
す
。

〔
歳
入
〕

歳
入
に
占
め
る
主
な
内
容
は
地

方
交
付
税
が
一
七
億
二
〇
一
八
万

二
千
円
で
歳
入
総
額
の
四
六
・

一
％
を
占
め
、
次
い
で
県
支
出
金

五
億
五
八
〇
六
万
五
千
円
一
五
・

〇
％
で
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
村

民
税
や
固
定
資
産
税
等
の
村
税

は
、
一
億
九
九
六
六
万
九
千
円

五
・
四
％
で
し
た
。

ま
た
、
村
税
や
財
産
収
入
等
の

自
主
財
源
は
、
財
政
調
整
基
金
等

の
積
立
金
か
ら
の
繰
入
も
含
め
二

〇
・
七
％
で
、
村
の
台
所
の
大
部

分
は
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出

金
、
村
債
な
ど
の
依
存
財
源
七

九

∴
二
％
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
主
財
源
の
割
合
は
過
去

五
ヶ
年
と
比
較
し
て
最
も
高
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
歳
出
〕

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
農
林
水

産
業
費
が
八
億
八
八
五
三
万
三
千

円
二
四
・
五
％
、
次
い
で
総
務
費

六
億
一
九
二
七
万
六
千
円
一
七
・

一
％
、
公
債
費
四
億
四
三
二
四
万

七
千
円
コ

丁

一
％
の
順
と
な
っ

て
お
り
前
年
度
伸
率
で
は
扶
助
費

が
七
四
七
七
万
三
千
円
で
一
七

二
・
四
％
増
と
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。

歳 入 ４：寺 別 会 計

３１４，８３５千円 国民健康保険事業特別会計

３３９，２７６千円 簡易水道事業特別会計

２５８，５５４千円 老人保健特別会計

２２９千円 下水道事業特別会計

６６，５２３千円 むらおこし事業特別会計

村民 一人当 たりで は

（３，５０４人３月末）

村税の内訳



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

凛
々
と
、
藍
友
に
風
友
に
行
く

’９４
エ
ン
ル
ム
カ
ッ
プ
ヨ
ツ
ト
レ
ー
ス
開
催
さ
れ
る

’９４

于
ノ
ル
ム
カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ

ー
ス
が
八
月
二
十
七
日
、
佐
井
港

沖
出
発
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
は
過
去
二
回
、
函

館
～
室
蘭
間
で
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
佐
井
村
を
ス
タ
ー
ト
し
、

津
軽
海
峡
を
ぬ
け
室
蘭
の
大
黒
島

沖
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
六
十
マ

イ
ル
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
に
先
立
ち
、
選
手
会
が

行
わ
れ
実
行
委
員
長
の
大
川
原
修

二
氏
と
、
名
誉
副
会
長
で
あ
る
佐

井
村
長
な
ど
の
挨
拶
の
後
祝
杯
が

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
艇
長
か
ら
は
力
強
く
、

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
抱
負
が
述
べ
ら

れ
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。当
日
は
曇
天
な
が
ら
も
、
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
に
は
程
良
い
波
と
風
で
、

出
艇
に
は
問
題
な
く
定
刻
通
り
午

後
一
時
に
、
参
加
十
四
艇
が
室
蘭

大
黒
島
沖
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
、

激
し
い
レ
ー
ス
展
開
の
中
、
翌
日

に
は
仝
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、

二
日
間
に
わ
た
る
レ
ー
ス
が
終
了

し
ま
し
た
。

東京の地で「青森ヒバ」が

こんなに大きくなりました

平
成
四
年
六
月
「
ラ
ブ
リ
ー
さ

い
」
宅
配
事
業
で
、
会
員
に
配
付

し
た
ヒ
バ
の
苗
木
が
す
く
す
く
と

成
長
し
、
地
面
か
ら
二
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
な
り
ま
し

た
。東
京
都
世
田
谷
区
に
お
住
い
の

近
藤
章
久
さ
ん
は
「
ラ
ブ
リ
ー
さ

い
」
の
当
初
か
ら
の
会
員
で
す
。

庭
に
植
付
け
し
た
時
は
約
十
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
し
た
が
、
順
調

に
成
育
し
（
写
真
）
そ
の
成
育
の

早
さ
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。

東
京
と
佐
井
村
の
か
け
橋
と
し

て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
成
長
す
る

こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

北
海
道
神
恵
内
村

高
山
庸
一
村
長
を
迎
え

「
原
発

講

演
会

」
が

開
催

さ

れ

る

八
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
に
住

民
の
皆
さ
ん
百
余
名
の
聴
講
者
を

集
め
て
、
北
海
道
神
恵
内
村
高
山

庸
一
村
長
を
講
師
に

招
き
「
原
発
隣
地
に

お
け
る
地
域
振
興
」

と
題
し
て
原
発
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。高
山
村
長
は
六
期

二
十
一
年
間
の
在
任

で
、
豊
富
な
経
験
と

卓
越
し
て
行
政
手
腕

を
生
か
し
た
貴
重
な
講
話
を
拝
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
山

村
長
に
は
公
務
御
多
用
中
、
ま
た

遠
路
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
来
村

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
講
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
さ
い
十
一
月
号
に
掲
載
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。



第１１回

佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア

津
軽
海
峡
文
化
館
「
ア
ル
ザ
ス
」

を
会
場
に
十
月
二
十
九
日
～
三
十

日

玉

、
旦

の
二
日
間
、
第
十

一
回
佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
林
水
産
・
商
工
・

観
光
・
村
の
産
業
が
一
堂
に
会
し
、

そ
の
現
状
と
将
来
展
望
を
図
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
物
の
収
穫
に

感
謝
し
、
村
の
産
業
の
活
性
化
と

一
層
の
発
展
を
期
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
一
年
間
、
村
民
の

皆
さ
ん
が
苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た

農
林
水
産
物
の
共
進
会
、
絵
画
等

ア
イ
デ
ア
エ
夫
展
等
に
つ
い
て
の

出
品
応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
出

品

物

受

付

期

日

等

・

平

成
六
年
十

月
二
十
八
日

（
金
）
午
前
中
ま
で

・

農
林
産
物
は
Ｊ
Ａ
下
北
佐
井

支
所
へ
。
水
産
物
は
漁
協
へ
。

そ

の
他

の
出
品

物
は
役
場

（
地
域
振
興
課
）
へ
持
参
し
て

下
さ
い
。

■
出

品

要

領

・

規

格

・

出
品
物
に
は
名
札
を
つ
け
て

下
さ
い
。
村
内
に
居
住
す
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま

す
。

・

出
品
規
格
は
別
表
の
と
お
り

・

出
品
物
は
、
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
希
望
す
る
方

は
出
品
時
に
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

一

表

彰

・

出
品
物
は
審
査
し
、
優
秀
な

も
の
に
は
賞
状
及
び
賞
品
を
贈

り
ま
す
。

佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー
で
は
、

佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て

薪
、
細
丸
太
の
販
売
を
行
な
い
ま

す
。
○
日
時
平
成
六
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）

午
前
十
時

○
場
所
佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー

貯
木
場

○
販
売
予
定

薪

約
二
十
棚

細
丸
太

約
四
百
本
（
ヒ
ゴ

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
臨

時
広
報
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

今月の休診日

４ 日 ＳＩ火曜日

１８日 第３火曜日

＝佐井診療所＝

＝ 停 電 の お 知 ら せ ＝

東北電力より停電のお知らせをいたします。

下記の日程により、停電となります。大変ご

不便をおかけいたしますがご理解のうえご協力

お願いいたします。

記

Ｏ停電日時

１０月３０日（日） 午前８：圖～午後１３：００

０停電範囲

原田、古佐井、川目、大佐井（八幡堂、大佐井

川目、糠森地区の一部）、磯谷、長後、福浦、

牛滝

※停電となるお客さまへのお知らせは、２週間

ほど前までにチラシで個別にお知らせいたし

ます。

○問い合わせ先

東北電力 大間サービスセンター ａ３７－２２０２

出品規格



行

政

相

談

週

間

１０
月
１６
日
（
日
）

？
２２
日
（
土
）

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、
道
路
、

税
金
、
還
境
衛
生
、
交
通
安
全
な

ど
、
役
所
に
対
し
て
苦
情
、
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
全
国
の
市
町

村
に
配
置
さ
れ
、
み
な
さ
ん
と
役

所
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解
決
を
図

る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
声
を

行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も

の
で
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
（
電
話
、
手
紙
な
ど
い
ず
れ

の
方
法
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
）

佐
井
村
で
は
次
の
方
が
総
務
庁

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
大
石
健
次
郎
（
⑩
五
四
二
三

特

設
行
政
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談
週
間
中
、
次
の
と
お

り
「
特
設
行
政
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

○
日
時

十
月
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時
半
～

午
後
二
時
半

○
場
所

ア
ル
ザ
ス
ニ

階
会
議
室

○
青
森
行
政
監
察
事
務
所
で
は
、

次
の
日
程
で
「
一
日
合
同
行
政

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

○
十
月
二
十
日
（
木
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

八
戸
市
庁
旧
館
三
階
講
堂

○
十
月
二
十
五
日
（
火
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

青
森
市
ア
ス
パ
ム

ー
階
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル

防

犯

灯

が

寄

贈

さ

れ

ま

し

た

青
森
銀
行
従
業
員
組
合
（
小
山

内
秀
喜
執
行
委
員
長
）
で
は
「
日

頃
の
業
務
を
通
し
て
ぃ
ろ
い
ろ
と

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方

々
に
『
あ
り
が
と
う
』
の
感
謝
の

気
持
を
表
し
た
い
」
と
昭
和
五
十

五
年
に
組
合
結
成
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、
「
あ
り
が
と
う
募
金
」

活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
明

る
く
住
み
ょ
い
地
域
社
会
」
を
願

い
、
毎
年
県
内
各
市
町
村
に
防
犯

灯
の
寄
贈
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
佐
井
村
で
は
昭
和

六
十
一
年
に
次
い
で
二
回
目
と
な

る
寄
贈
を
い
た
だ
き
、
こ
の
善
意

を
受
け
て
中
道
地
区
に
水
銀
灯
四

基
を
設
置
し
、
子
ど
も
の
下
校
時

の
安
全
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の
通
信
教
育
で

自

己

を

高

め

る

「
生

涯

学

習

講

座

」
を

／
。

昭
和
五
十
年
ご
ろ
か
ら
叫
ば
れ

は
じ
め
た
わ
が
国
の
「
生
涯
学
習
」

は
年
々
関
心
が
高
ま
り
、
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
通
信
講
座
の
形

で
多
く
の
受
講
者
を
集
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
連
団
体
で

あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
二
十
年
近
い

歴
史
を
も
っ
て
通
信
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。
い
わ
ば
老
舗
の
通
信

教
育
団
体
で
、
全
国
で
も
最
高
レ

ベ
ル
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
八
年
に
放
送
を
利
用

し
て
学
ぶ
と
い
う
画
期
的
な
考
え

方
の
通
信
制
の
高
等
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
同
学
園
は
、
昭
和

五
十
年
に
「
生
涯
学
習
通
信
講
座
」

を
開
始
す
る
。
学
園
創
立
当
時
か

ら
名
実
と
も
に
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
だ

っ
た
故
森
戸
辰
男
校
長
（
元
文
部

大
臣
）
は
つ
ね
に
「
終
生
学
習
」

と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
。

『
一
生
の
間
に
は
多
種
多
様
の
学

ぶ
機
会
が
あ
り
、
ま
た
求
め
て
多

様
な
学
習
を
し
て
こ
そ
人
生
で
あ

る
』
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
生
涯

学
習
講
座
を
開
設
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
ま
た
昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
、

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
る
福
祉

教
育
の
重
要
性
を
考
え
、
地
域
社

会
で
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
目
指
す
「
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」

も
開
設
し
た
。

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
俳
句

・
短
歌
・
書
道
・
歴
史
・
文
学
・

写
真
・
絵
画
・
ペ
ン
字
・
語
学
、

そ
れ
に
資
格
の
取
れ
る
講
座
な
ど

多
く
の
教
養
、
趣
味
の
生
涯
学
習

講
座
を
開
講
し
て
お
り
、
毎
年
、

二
十
万
人
の
受
講
者
が
い
る
。
ま

た
社
会
福
祉
コ
ー
ス
で
は
、
毎
年

四
千
人
あ
ま
り
の
学
生
が
、
社
会

福
祉
に
つ
い
て
総
合
的
に
勉
強
を

続
け
て
い
る
。

生
涯
学
習
講
座
は
随
時
受
講
を

受
付
け
て
お
り
、
ま
た
社
会
福
祉

コ
ー
ス
は
十
月
上
旬
ま
で
入
学
を

受
付
け
る
と
い
う
。
あ
な
た
も
こ

の
機
会
に
自
己
を
高
め
る
講
座
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
如
何
だ

ろ
う
か
。

〒
一
八
六
－

○
一

国
立
市
富
士
見
台

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八
Ｅ
Ｏ
一
係

ａ（
○
四
二
五
）
七
二
－

三
一
五
一

（
代
表
）

○

匸
一
〇
－

○
六
－

八
八
八
一

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

青 森 県 立 八 戸 高 等 技 術 専 門 校

学 生 募 集

・ コース、定員及び期間

制御システムエ学科 ２０名 ２年

（コンピュータ制御システム及び装置の設

計・製作の技術者養成）

機械システムエ学科 ２０名 ２年

（コンピュータ制御工作機械、溶接ロボッ

ト等の技術者養成）

設備システムエ学科 ２０名 ２年

（空調設備、衛生設備、電気設備の施工・

管理等の技術者養成）

自動車システムエ学科 ３０名 ２年

（二級自動車整備士の技術者養成、取得率

１００％）

■募集対象者

高等学校卒業見込者（平成七年三月卒業予

定）または高等学校卒業者

■募集期間

平成６年１０月２４日（月）～１１月１８［］（金）

■選考日時

平成６年１１月２５日（金）

９時～ （受付 ８時～８時５０分）

■年間経費

○授業料

無料（国費と県費でまかなっています）

○教科書等の費用

年間２０万円程度

○学生寮

食費月額２万７０００円程度、

光熱水費２０００円（夏）～３０００円（冬）

お問い合わせ

〒０３９－２２

八戸市市川町字長七谷地２－５６８

青森県立八戸高等技術専門校

Ｑ０１７８（２２）６８１１（代）



十

月

は

財

形

の

普

及

促

進

月

間

で

す

財
形
制
度
の
目
的

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
制
度
（
財

形
制
度
）
は
、
勤
労
者
の
貯
蓄
や

持
家
取
得
と
い
っ
た
財
産
づ
く
り

の
た
め
の
努
力
を
国
や
事
業
主
が

援
助
・
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

」
財

形

制

度

の

概

要

財
形
制
度
は
、

①

勤
労
者
が
計
画
的
に
お
金
を

貯
め
る
「
財
形
貯
蓄
制
度
」

②

事
業
主
が
勤
労
者
に
金
銭
を

拠
出
し
、
勤
労
者
の
財
産
づ
く

り
を
援
助
す
る
「
財
形
給
付
金

制
度
」
、
「
財
形
基
金
制
度
」

③

財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労

者
に
持
家
取
得
の
た
め
の
資
金

や
教
育
資
金
を
融
資
す
る
「
財

形
持
家
融
資
制
度
」
、
「
財
形

教
育
融
資
制
度
」

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

財
形
貯
蓄
制
度
に
は

①
一
般
財
形
貯
蓄

使
途
を
限
定
し
な
い
貯
蓄

②
財
形
年
金
貯
蓄

六
十
歳
以
降
の
年
金
支
払
を

目
的
と
す
る
貯
蓄

③
財
形
住
宅
貯
蓄

住
宅
の
取
得
、
増
改
築
を
目

的
と
す
る
貯
蓄

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

」
財

形

制

度

の

特

色

勤
労
者
に
つ
い
て

○
財
形
年
金
貯
蓄
と
財
形
貯
蓄
あ

わ
せ
て
元
本
五
百
五
十
万
円
（
財

形
年
金
貯
蓄
の
う
ち
、
郵
便
貯
金
、

生
命
保
険
又
は
損
害
保
険
料
、
生

命
共
済
の
共
済
掛
金
、
郵
便
年
金

の
掛
金
等
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て

は
払
込
み
ペ
ー
ス
で
三
百
八
十
五

万
円
）
ま
で
は
利
子
等
が
非
課
税

と
さ
れ
ま
す
。

○
財
形
年
金
貯
蓄
に
つ
い
て
は
、

年
金
の
支
払
が
終
わ
る
ま
で
非
課

税
措
置
が
継
続
さ
れ
、
老
後
生
活

の
安
定
に
役
立
ち
ま
す
。

○
賃
金
か
ら
の
控
除
（
天
引
き
）

で
す
か
ら
直
接
銀
行
な
ど
へ
出
か

け
る
手
間
が
は
ぶ
け
、
知
ら
ず
知

ら
ず
に
財
産
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

○
財
形
持
家
融
資
や
財
形
教
育
融

資
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
財
形
給
付
金
や
財
形
基
金
制
度

を
採
用
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て

は
、
そ
の
受
益
者
等
と
な
る
資
格

が
で
き
ま
す
。

事
業
主
に
つ
い
て

○
従
業
員
の
生
活
基
盤
が
安
定
し
、

勤
労
意
欲
が
高
ま
り
ま
す
。

○
社
内
融
資
制
度
の
資
金
を
公
的

融
資
か
ら
調
達
す
る
途
が
ひ
ら
か

れ
ま
す
。

○
従
業
員
の
定
着
性
を
高
め
、
優

秀
な
人
材
確
保
に
も
効
果
的
で
す
。

財
形
制
度
が
よ
り
一
層
中
小
企

業
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
本
年
十
月
を
「
中

小
企
業
勤
労
者
財
形
制
度
普
及
促

進
月
間
」
と
定
め
、
制
度
の
導
入

促
進
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

財
形
制
度
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。雇

用
促
進
事
業
団

青
森
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

〒
○
三
〇

青
森
市
長
島
ニ

ー
一
九
－

一

青
森
東
京
海
上
ビ
ル
七
階

公
○
一
七
七
（
七
七
）

匸
一
三
四

（
担
当

齊
藤
）

？
歴
史
へ
の
熱
さ
心
に
？

会

津

若

松

・

む

つ

下

北

商

工

ま

つ

り

会
津
藩
・
会
津
若
松
市

が
や
っ
て

く
る

が

▼
１０
月
２２
日
（
土
）
’‘
２３
日
（
日
）

▼
む
っ
下
北
観
光
物
産
館
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

防 衛 大 学 校 学 生 等 募 集

自衛隊では、次のとおり防衛大学校等の学生を募

集中です。

詳しくは、

自衛隊青森地方連絡部

むつ募集事務所（ａ２２－７４８４）

にお問い合せ下さい。

防衛 大 学 校学 生

＜受付期間＞ 平成６年１（）月３日㈲～１０月３１日㈲

＜試験日（一次）＞ １１月１２日出～１３日日

＜資格＞ 高卒（見込み）２１歳未満の者

＜記事＞ 就学年限４年

卒業後１年で三等陸・海・空尉

防衛 医科 大 学 校学 生

＜受付期間＞ 平成６年１（）月３日明）～１〔〕月２７日團

＜試験日（一次）＞ １１月５日出～６日日

＜資格＞ 高卒（見込み）２１歳未満の者

＜記事＞ 就学年限６年

医師免許取得後二等陸・海・空尉

看 護 学 生

＜受付期間＞ 平成６年１（）月３日㈲～１［］月３１日㈲

＜試験日（一次）＞ １１月９日閑

＜資格＞ 高卒（見込み）２１歳未満の女子

＜記事＞ 就学年限３年

看護婦免許取得後二等陸曹

平 成 ６ 年 度 後 期

技 能 検 定 試 験 の お 知 ら せ

■主な実施職種

さく井・機械保全・農業機械整備・和裁・

パン製造・建築大工・配管・型枠施工・鉄

筋施工・樹脂接着剤注入施工・バルコニー

施工・鋼橋塗装など ３４職種

■受検資格

受検する職種について特級は一級合格後

５年以上、一級は１２年以上、二級は３年以

上、三級は１年以上の実務経験年数を有す

る者。

但し、学歴・訓練歴により年数が短縮さ

れます。

■受検料

〔実技試験〕 ８，５００円～１万３，８００円

（職種によって異なります。）

〔学科試験〕 ２，６００円

■実施日

〔実技試験〕

平成６年１２月９日（金）～平成７年２月２６日

（日）までの間の当協会が指定する日

〔学科試験〕

平成７年２月５日・１２日・１９日のいずれか

指定する日曜日

■受付期間

平成６年１０月３日（月）～１４日（金）まで

■合格発表

平成７年３月３０日（木）

お問い合わせ・受付

青森市野尻字今田４３－１

（県立青森高等技術専門校内）

青森県職業能力開発協会

Ｓ０１７７（３８）５５６１



国

保
の
し

お
り

十

月

一

日

か

ら

入

院

中

の

食

事

負

担

が

変

わ

り

ま

す

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

十
月
一
日
か
ら
入
院
時
の
患
者
さ

ん
の
食
事
費
用
に
つ
い
て
、
定
額

二

日
六
百
円
）
の
自
己
負
担
制

が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

定
額
負
担
分
を
患
者
さ
ん
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
村
か
ら
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、
保
険

証
に
添
え
て
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
出
し
ま
す
と
、
自
己
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
者
（
国
保
・
老
人
医
療
は
役

場
住
民
福
祉
課
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

況状

帽

の

療診

費

月

療

０６

医

負担額はどうなるの？

にれまでは）
診 療 等

一一一一（療 養 の給 付 ） 一

給 食

一 部負担（入院時）

健保本人＝１割

健保家族＝２割

国 保＝３割

老人＝７００円／日

※ 入院時の食事に要する費用は、現在、基準給

食で１，９００円ですから、この場合の定率一部負

担は、健保本人で１日１９０円、国保で５７０円で

九

（１０月１日からは）

診 療 等

（療養の給付）

一部負担（入院時）

これまでと同じ

食事の提供

（入院時食事療養費）

定額負担

（平成６年１０月～８年９月）

一 般 … … … … … … …… … … … … …… … … … … … １日６００円

市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 等 で ３ヵ 月 目 まで の 入 院 … １日４５０円

市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 等 で ４ヵ 月 目 以 降 の 入 院 ‥・１日３００円

市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 等 で 老齢 福 祉 年 金 の受 給 権 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １日２００円

※

お

詫

び

と

訂

正

九
月
号
国
保
の
し
お
り
七

ペ
ー
ジ
の
、
○
誕
生
日
に
ご

注
意
を
り
‥の
中
で
、
「
七
十

－－

歳
の
誕
生
日
の
翌
日
か
ら
」

は
、
「
七
十
歳
の
誕
生
日
の

Ｉ翌
月
か
ら
」
の
誤
り
で
す
の

で
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま

す
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

１０月１日現在

交通事故死ゼロ

３，９９２日

第

五

回

Ｔ

ト

ベ
ル

ト

着

用

推

進

キ

ｔ

一
’一
ぺ
Ｉ

一「一
ク

ィ

’〈

最
近
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め

ず
に
車
に
乗
る
大
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
大
変
危
険
な
こ
と

で
す
。
平
成
五
年
に
自
動
車
乗
車

中
に
事
故
に
あ
っ
て
亡
く
な
っ
た

大
の
約
八
割
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
き
ち
ん
と
締
め

て
い
れ
ば
、
数
多
く
の
人
の
命
が

助
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
す
。

つ
ぎ
の
ク
イ
ズ
の
答
え
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
問
題
は
小
・
中
学

生
に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
作
っ

て
み
ま
し
た
。
こ
の
ク
イ
ズ
を
通

し
て
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
必
要
性
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
ご
家
族
の

皆
さ
ん
で
話
し
合
い
ふ
る
っ
て
応

募
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
問
題
で
す
。

問
一運
転
す
る
人
は
自
分
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
の
は
当
然
で

す
が
、
同
乗
者
に
対
し
て
は
、
ど

う
す
る
の
が
最
も
正
し
い
で
し
ょ

う
か
。

①

助
手
席
の
人
だ
け
に
着
用
さ

せ
る
。

②

自
分
だ
け
着
用
し
て
い
れ
ば

よ
い
。

③

後
部
座
席
の
人
も
含
め
て
、

全
員
に
着
用
さ
せ
る
。

問
二エ
ア
バ
ッ
ク
を
装
備
す
る
車
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
エ
ア
バ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
正
し
い
の
は
ど
れ
で

し
ょ
つヽ
か
。

①

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
エ
ア
バ
ッ

ク
を
あ
わ
せ
て
使
用
す
る
。

②

エ
ア
バ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
着
用
し
な
く

て
も
よ
い
。

②

エ
ア
バ
ッ
ク
の
装
備
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
も
必
要
な

い
。

問
三小
さ
な
子
供
を
車
に
乗
せ
る
と

き
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

で
し
よ
つヽ
。

①

助
手
席
に
乗
せ
、
大
人
と
同

じ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ

る
。

②

で
き
る
だ
け
後
部
座
席
に

あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

使
用
さ
せ
る
。

③

大
人
の
ひ
ざ
の
上
に
だ
っ
こ

す
る
。

○
賞
品

Ａ
賞

マ
ル
チ
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

三
十
名

Ｂ
賞

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

四
十
名

Ｃ
賞

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
（
十
四
型
）

四
十
名

○
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
希
望
の
賞
品

名
、
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、

一
１‐
一
〇
六

東
京
都
港
区
西
麻
布

ご
丁

二
四
－

二
○

顫
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ク
イ
ズ
」
Ｆ
係

ま
で
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
間

平
成
六
年
九
月
二
十
一
日
か
ら

十
一
月
十
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）

ク
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト

や
マ
ン
ガ
等
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
御
応
募
く
だ
さ
い
。
抽

選
の
う
え
、
若
干
名
に
記
念
品
（
図

書
券
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

作
品
に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど

で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
主
催

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
協
議
会

、

総
務
庁
、
警
察
庁
、
文
部
．

省
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
日

本
道
路
公
団
、
道
都
高
速
道

路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公

団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、

全国防犯運動 仞月ｊ／］７～仞日

みんなで
つくろう
安心の街



日
本
自
動
車
三
業
会
、
日
本

損
害
保
険
協
会
、
日
本
自
動

車
連
盟
、
日
本
自
動
車
販
売

協
会
連
合

会
、
全
日
本

ト

ラ
ッ
ク
協
会
、
全
日
本
指
定

教
習
所
協
会
連
合
会
、
日
本

自
動
車
輸
入
組
合
、
全
日
本

交
通
安
全
協
会
、
日
本
交
通

安
全
教
育
普
及
協
会
、
日
本

放
送
協
会
、
日
本
民
間
放
送

連
盟
、
日
本
新
聞
協
会
、
日

本
雑
誌
協
会
、
日
本
道
路
交

通
情
報
セ
ン
タ
ー
、
全
国
乗

用
自
動
車
連
合
会
、
全
国
共

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

公
共
広
告
機
構
、
全
国
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会
、
日
本

交
通
科
学
協
議
会
、
日
本
自

動
車
部
品
工
業
会

｀

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

交通マナー・アップ青森’９４運動

実施期間（秋季）

１０月１日～１０月３１日

スローガン

～心のゆとりが 身を守る～

毎月１日は交通安全家庭の日

運動の重点

「ゆとり」と「ゆすり合い」のある交通

行動の励行

１０日、２０日、３０日は交通事故だ口の日

事故は瞬間 ベルトは習慣

踏 切 事 故 を 防 止 し よ う

（踏 切 通 行 時 の 注 意 事 項 ）

・踏切では、必ず一旦止まって、左右の安全を確かめてから通行してください。

・踏切の中で車が動けなくなったときは、非常ボタンを押すか、発煙筒や手近な上着を

振るなどして運転士に知らせ、列車を止めてください。

・踏切の中で遮断棒に閉じ込められてしまったときは、遮断棒は外側に押し開くことが

できます。そのまま前にゆっくり進み、車で押し開いてください。

・警報機が鳴っていたり、遮断棒が下りかかっているときは、絶対踏切の中に入らない

でください。

・交通渋帯などで車が前に進めないときは、踏切の中に入らないで、前に進めるまで外

側で待ってください。

・電化区間では、２万ボルトの高圧電線が上を通っています。車両の制限高さを厳守し

てください。

・大型規制のある踏切での大型自動車の通行は絶対しないでください。



教

育

だ

よ

り

第４９回

青
森
県
民
体
育
大
会

第
四
十
九
回
市
町
村
対
抗
青
森

県
民
体
育
大
会
が
八
月
二
十
七
日

上

手

八
日
、
五
所
川
原
市
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
五
競
技
に
参
加
、

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
陸
上
競
技

（
４
位
以
下
は
記
録
な
監

・
男
子
百
メ
ー
ト
ル
Ａ

６
位

長
島

幸
雄

・
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル

４
位

立
成

豈（
章

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ａ

３
位

立
成

霆［
章

１０
ｍ
５７
ｍ

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ｂ

Ｉ
位

小
笠
原
昭
彦

幵
］ｍ
４３
ｍ

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ｃ

Ｉ
位

竹
内

修

幵
］ｍ
４５
ｍ

・
男
子
八
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

２
位

宮
川

洋
平

戸

貴
広

づ

゛

え

立
成

真
章

１
分
４１
秒
３

・
女
子
百
メ
ー
ト
ル

５
位

山
本

加

奈
子

（
陸

上

競

技

総

合

５
位

）

○

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

２

回

戦

碇

ヶ

関

３
－

ｏ

佐

井

○

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

（
団

体

戦

）

１

回

戦

稲

垣

２
－

１
佐

井

○

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

（

ペ
ア

戦

）

２

位

小

林

孝
子

福

田

智
子

］
組

○

卓

球

１

回

戦

佐

＃

３
－

ｏ

蓬

ｍ

２

回

戦

柏

３
－

１
佐

井

○

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル

予

選

リ

ー

グ

佐

＃

１６
－

１０
市

浦

碇

ヶ

関

１５
－

８
佐

井

大

会

規

定

に

よ

り

本

選

（
出

場

な

ら

ず

）

青

森

県

青

年

大

会

第
四
十
三
回
青
森
県
青
年
大
会

が
三
八
地
区
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

佐
井
村
選
手
団
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
軟
式
野
球

準
決
勝

佐
井
村
３
－

Ｏ
三
戸
町

決

勝

下
田
町
９
１
０
佐
井
村

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

準
決
勝

東
北
町
２
－

Ｏ
佐
井
村

○
陸
上
競
技

・
男
子
砲
丸
投
げ

３
位

｛
呂
木

岳

・
女
子
百
メ
ー
ト
ル

ー
位

山
本
加
奈
子

・
女
子
走
り
幅
跳
び

１
位

岡
本

若
子



保健婦だより

～生活の中に

スポーツを～

ス
テ
ッ
キ
体
操
を
Ｐ
Ｒ

八
月
三
十
一
日
、
む
つ
市
で
開

催
し
た
「
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

下
北

自
然
と
と
も
に

健
康
増
進

む

つ
下
北
大
会
」
で
、
当
村
の
「
ス

テ
ッ
キ
体
操
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

紹
介

し
て
く
だ
さ
っ
た
メ
ン

バ
ー
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
保

健
協
力
員
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
方
々
で
し
た
が
、
昨
年
青
森
市

で
開
催
し
か
県
大
会
に
続
い
て
二

回
目
の
披
露
と
な
り
、
日
常
の
実

践
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

運

動

で

生

活

を

楽

し

も

う

暑
い
暑
い
と
過
ご
し
た
今
年
の

夏
は
、
体
を
動
か
す
の
も
お
っ
く

う
だ
っ
た
方
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
涼
し
く
な
り
活
発
に
運

動
を
再
開
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し

や
る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
自
分
の
体

力
に
あ
わ
せ
、「
無
理
な
く
」
「
楽

し
く
」
「
長
く
続
け
る
」
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
生
活
の
中
に
運
動
を

と
り
入
れ
る
た
め
の
具
体
的
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

自
分
の
体
力
年
齢
を
知
ろ
う

運
動
が
か
ら
だ
に
良
い
と
い
っ

て
も
、
や
り
方
を
ま
ち
が
え
る
と

大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
又
何

事
も
や
り
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。
自

分
の
体
力
や
か
ら
だ
の
調
子
を
み

き
わ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
昔

や
っ
て
い
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う

自
信
過
剰
も
事
故
や
障
害
を
招
き

や
す
く
し
ま
す
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
自
分
で
簡

単
に
で
き
る
体
力
チ
ェ
ッ
ク
で
す

（
図
占

。
六
種
目
の
チ
ェ
ッ
ク

で
そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
を
合
計
し
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
体
力
年
齢

は
何
歳
代
で
し
た
が
？

実
際
の

年
齢
よ
り
若
け
れ
ば
ま
ず
ま
ず
と

い
え
ま
す
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
筋
力

を
は
じ
め
、
柔
軟
性
、
敏
し
ょ
う

性
、
持
久
力
、
バ
ラ
ン
ス
カ
な
ど

様
々
な
要
素
の
体
力
を
ま
ん
べ
ん

な
く
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

分
の
弱
い
要
素
を
み
つ
け
、
そ
こ

を
補
う
運
動
計
画
を
立
て
て
み
ま

し
よ
つヽ
。

去
る
八
月
二
十
四
日
磯
谷
地
区

健
康
教
室
時
男
女
合
わ
せ
て
二
十

名

で

図

１

の

体

力

チ

ェ

ッ

ク

を

実

施

し

、

結

果

は

表

１

の

と

お

り

で

し

た

。

磯

谷

地

区

の

方

は

実

際

年

齢

に

近

い

体

力

年

齢

で

し

た

が

、

次

回

チ

ェ

ッ

ク

時

は

少

し

で

も

若

い

体

力

年

齢

を

め

ざ

し

た

い

と

の

こ

と

で

し

た

。

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

の

す

す

め

一
番

手

軽

に

、

誰

に

で

も

す

ぐ

始

め

ら

れ

る

運

動

法

と

し

て
「

歩

く

」

こ

と

、

つ

ま

り

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

が

あ

り

ま

す

。

こ

こ

で

は

、

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

の

歩

き

方

、

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

ー
ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

を

紹

介

し

ま

す

。

図

２

の

正

し

い

姿

勢

と

共

に

リ

ズ

ミ

カ

ル

な

呼

吸

、

一

歩

ご

と

に
「
吸
ヽ
つ
」
「
吸
ヽ
つ
」「
吐

く

」「
吐

く

」

を

繰

り

返

す

四

歩

一

呼

吸

法

１０月 の 保 健 事 業

６日南
１２日（水）健康相談日

１９日（水）

｜

受付時間

２６日（水） 午前９時～１２時

場所 役場健康相談室
電話での相談も受付けしますので、

お気軽にご利用ください。
６日（木）第１期（２回目）

三種混合ワクチン

時間 午後２時～２時３０分

場所 佐井診療所
対象児 平成３年９月１日

～平成４年８月３１日生
９日（日）｜第５回佐井村社会福祉大会

１０日（月）並びに第 ７回健康
づくり

フェスティバル

時間 午前９時～午後３時
場所 アルザス及びその周辺、佐
井小グランド

※後日チラシ等でお知らせします。
２０日南 リハビリ教室

時間 午後１時～３時
場所 あすなろ

２４日（月） 磯谷地区健康教室
時間 午後６時３０分～８時

場所 漁民研修センター
２５日（火）長後地区看護教室及び食生

活講習会

時間 午前１０時～午後３時
場所 長後生活改善センター
２７日（木） 乳児健康相談及び離乳食実

習
時間 午前１０時～１２時

場所 振興センター和室
対象児 平成６年２月生

～平成６年６月生
２８日（金） 福浦地区看護教室及び食生

活講習会
時間 午前１０時～午後３時

場所 福浦生活改善センター



柔軟性チェック

からだの軟らかさはどうか？
①両足 を伸 ばして座 り、

両手 を揃え たまま、上体

をゆっ くり前 に倒してい

く（足首 は伸 ばすこ と）
② これ以上前 に倒 れない

とい うところ まで上体 を
曲げる

〈判定〉

両手 の指先 がどこまで伸

びたか

指 先の位置 得点

つ ま先 より前・－－…… ５，皀

つ ま先 まで………－－－－，４，ｅχ

かかとまで……… 一一… ３，点

足首 まで…………… ２，さ

すねまで……………－１，さ
３点以下の人は

体操 やストレ ッチ を生活

の中に取 り入れよう

全身持久カチェツク

どれだけ粘れるか？
①テストを始める前に自
分の脈拍を３０秒間測り、

その値を２倍して１分値
とする

②タオルの横に立ち、両
足をそろえたまま左右に
縄跳びの要領で２０回連続
して跳ぶ

③運動終了後、すぐに腰
を下ろし、運動終丁３０秒
後から１分後までの脈拍
を測り、それを２倍する
〈判定〉
運動終了後の脈拍が運動

前より何拍増えたか

増 え た 脈 拍 数 得 点

４ 拍 以 下 … －－一一 … －一一５ ，点

５ ～ ９ 拍 … … －－－… －‥ ４ ．ｅχ

１０～１４拍 一一一一一… … … ３ ，皀

１５～ １９拍 一一一… 一一一一 一一２ ，皀

２０拍 以 上 … … …… １ ＆

３ 点 以 下 の 人 は

タ ク シ ー や エ ス カ レ ー

タ ー に 頼 り 過 ぎ て い ま せ

ん か 。 努 め て 歩 く 機 会 を

腹筋力 チェック

おなかの筋肉の強さは ？
① ひざを伸ばしたまま、

仰向けに寝る

②ひざを曲げずに、両足

のつ ま先で空中に数字を

１から順に書いていく

③途中でひざが伸びなく

なったり床にかかとが着

いた時は、そこで中止
〈判定〉

数字をいくつまで書けた

か

書 け た 数 字 得 点

２５以 上 … －一一，一一… … －－－５ ＆

２０～ ２４― … －－－… … … ４ ，ａ

１５～ １９… … … … …… －３ ，ａ

１０～ １４一一一一一一… … … 一一一２ ，皀

９ 以 下 一一一一 －一一… －一一― １ ＆

３ 点 以 下 の 人 は

体 操 ， ウ ォ ー キ ン グ ， サ

イ ク リ ン グ な ど を 始 め て

み よ う

敏しょう性チェック

どれだけ素早く動けるか？

①直立姿勢 をとる

②し ゃが んで両手をつ く

③腕立て伏せの姿勢 に戻

る

④再 び直立姿勢 に戻る

⑤①～④ の動作 をで きる

だけ素早 く５回反復。
〈判定〉

５回反復するの にどの く

らい かかったか

所要時間 得点

１０秒以内…………… ５，收

１１～１２秒…………… ４，ぐ

１３～１４秒－－－………… ３，夊

１５～１６秒…………－－…２，点

１７秒以上……………１，ざ
３点 以下の人は

バドミ ントン，テニスな
どで敏しょう性を養おう

バランス能力・脚筋力チェック

バランス感覚と足の筋力は？

①２５本のつまようじ（ま

たはマッチ棒） を足元 に

ばらまく

②片足 立ちになり、ひざ

を曲げ ながら１本ずつ つ

まようじを拾い上げる

③途 中 で 軸足 が ず れ た

り、両足 をつい た時 は中

止する
〈判定〉

中止するまでに何 本拾い

上げたか

拾 っ た数 得 点

２５本… … … … … … … ５，皀

２０～２４本 … … －一一… … ４，点

１５～１９本 … －一一一一－… … ３，皀

１０～１４本 … … …… －… ２，皀

９ 本以 下 … … … ‥‥‥－１，皀

３点 以 下 の 人 は

ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー

シ ョ ン を楽 し み なが らバ

ラ ン ス感 覚 を 養お う

瞬発カチ ェツク

とっさに力が発揮できるか？
① 結んだタオルを両足首

のあ たりにはさみ、ジャ

ンプ と同時 にそのタオル

を空 中に投げ る

②そ のタオルを落とさず

に両手で キャッチ
③こ れを５回繰 り返す

〈判定〉

何 回キャッチで きたか

成 功 し た 回 数 得 点

５ 回 … －－－－－－… … … … ５ ，皀

４ 回 … … … 一一一一一一一一一一一一４ ．ａ

３ 回 … … … … … －… … ３ ，皀

２ 回 … … … －－一一 －一一… ２ ，９

１ 回 －－一一 … … … … 一 １ ，皀

３ 点 以 下 の 人 は

縄 跳 び を 無 理 の な い 範 囲

で 続 け よ う

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
、
最
近
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で

早
足
歩
き
を
す
る
人
を
み
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
快

適
に
そ
し
て
安
全
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
続
け
る
た
め
に
は
、
無
理
を

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
暮

れ
も
早
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
夜
間

歩
く
時
は
車
に
注
意
し
て
目
立
つ

服
装
や
足
元
に
気
を
配
る
な
ど
し

ま
し
ょ
う
。

磯谷地区２０人の体力年齢

体力年齢判定表

各項目毎点数

正しい姿勢でウォーキング

あごを引く。でも 、う
つむかす、数十メート
ル先の路面を見て。 背すじを伸ばすＯおな

かが出つ張らないよう
に。

腕はりう ツクスさ廿、
軽＜ひじを曲げる。足
の動きに合わせて前後

に大きく 振るう。

足を蹴り上げると

き、膝の後ろを十

。分伸ばすように。

歩幅はできるだけ
大きく。身長の２

分のｌＣｔ：りやや小
さめを目安に。

①着地はかかとがら。

②足の裏の小指側から
親指側へと地面に着け
ていき

③つま先で勢いよく蹴
リだす



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

マ

イ

ホ

ー

ム

を

取

得

し

た

と

き

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と
き

に
は
通
常
、
登
録
免
許
税
や
不
動

産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
特

例
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を

利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し

た
り
増
改
築
等
し
て
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
入
居

し
た
年
か
ら
六
年
間
、
住
宅
取
得

等
特
別
控
除
と
し
て
、
最
高
三
十

万
円
（
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日

以
前
入
居
の
場
合
は
各
年
最
高
二

十
五
万
円
、
平
成
三
年
三
月
三
十

一
日
以
前
入
居
の
場
合
は
各
年
最

高
二
十
万
円
）
を
所
得
税
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。な
お
、
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の

コ
ー
ド
番
号
は
一
五
五
（
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
の
あ
ら
ま
し
）
で

す
。

奥

さ

ま

と

税

最
近
、
家
庭
の
主
婦
が
パ
ー
ト

で
外
に
勤
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト
に

出
る
場
合
、
税
金
の
面
で
次
の
二

つ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
と
良
い

ス

パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
自
身
に
、

税
金
が
か
か
る
か
ど
う
か

二
、
夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と
き

に
、
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別

控
除
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与

所
得
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

パ
ー
ト
の
年
収
が
百
万
円
以
下
で

す
と
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
六

十
五
万
円
）
を
差
し
引
い
た
残
額

が
基
礎
控
除
（
三
十
五
万
円
）
以

下
と
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
職
な
ど
の
収
入
は
、

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
残
り
が
事
業
所
得
ま
た
は
雑
所

得
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
家
内
労
働
者
な
ど
、

特
定
の
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労

務
の
提
供
を
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
必
要
経
費
と
し
て
六
十
五
万

円
（
収
入
金
額
が
限
度
で
す
）
を

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ

け
の
場
合
は
、
パ
ー
ト
収
入
と
同

様
に
年
収
が
百
万
円
以
下
で
す
と

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配

偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド

番
号
は
、
一
五
一
（
パ
ー
ト
収
入

は
い
く
ら
ま
で
税
金
が
か
か
ら
な

い
か
）
、
一
五
二

（
妻
の
所
得

が

い
く
ら
ま
で
な
ら
配
偶
者
控
除
が

受
け
ら
れ
る
か
）
で
す
。

国

民

年

金

制

度

推

進

月

間

と

年

金

週

間

県
と
市
町
村
で
は
、
十
一
月
を

「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
と

定
め
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
国
民

年
金
の
制
度
に
つ
い
て
、
よ
り
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種
の

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
推
進
月
間
の
う
ち
、
十
一

月
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
一
週

間
を
特
に
「
年
金
週
間
」
と
し
、

年
金
制
度
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
働
く
現
役

世
代
が
、
お
年
寄
り
な
ど
の
受
給

者
を
支
え
る
「
世
代
間
扶
養
」
の

理
念
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。い
ま
は
支
え
る
側
に
い
て
も
、

将
来
は
支
え
ら
れ
る
立
場
と
な
る

こ
と
を
理
解
し
、
年
金
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
キ
ャ
ッ
チ

ー
フ
レ
ー
ズ

の
も
と
に
各
種
行
事
を
実
施
し
ま

す
。
「
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で

す
」



出

稼

ぎ

と

国

民

年

金

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
農
業

や
自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被
保
険

者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
第
二

号
被
保
険
者
、
第
二
号
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
第
三
号
被
保

険
者
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

農
閉
期
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、
そ

こ
で
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る

場
合
に
は
、
第

言
万
被
保
険
者
か

ら
第
二
号
被
保
険
者
に
な
り
、
配

偶
者
は
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
認
定
さ
れ
る
と
第
三
号
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
の
で
、
種
別
を
変

更
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
す
れ
ば
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ

く
な
り
ま
す
。

出
稼
ぎ
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た

と
き
に
は
二
人
と
も
第

言
万
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
か
ら
、
再
び
種

別
変
更
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

届
出
先
は
国
民
年
金
係
で
す
。

国民年金にご 加入の自営業者の皆さまへ

国 民 年 金 の 上 積 み 年 金

＝ 国 民 年 金 基 金 に 加 入し ま せ ん か

サラリーマンの方は月額２０～２５万円程度の
年金となっていますが、自営業者の皆さまの
国民年金（老齢基礎年金）は、ご夫婦で１２万
円程度となっています。
自営業の皆さまには、新たに国民年金基金
に加入することにより必要な年金を上積みす
ることができます。国民年金と国民年金基金
のセットでサラリーマン並みの年金を確保し
て、安定した豊かな老後を実施しましょう。
国民年金基金は、「国民年金法」に基づく自営
業者のための公的制度だから安心！
そのほかにも、税制上の優偶措置などのメリッ
トがありますので紹介します。
○受け取る年金、支払う掛金の両方に税制上
の優偶措置が
これぞ公的年金のメリット。受け取る年金
には「公的年金等控除が適用され、扶養配偶
者のいる６５歳以上の方で収入が年金だけの場
合、およそ３２０万円まで所得税がかかりません。
また、掛金も全額「社会保険料控除」の対象
となり、所得控除が受けられます。
○加入後でも事業状況に応じた掛金の調整が
できます
加入後、事業状況に応じて加入口数を増減
することにより、掛金を調整できるのも大き
な特徴で、自営業者の年金としてはうってつ
けです。万一、掛金を納められなくなっても、
納めた分は必ず年金として支給されますので
確実な老後保障につながります。
お問い合わせ
〒０３０
青森市古川１－２１－８

読売青森ビル５Ｆ
２５０１７７（７７）１７００
青森県国民年金基金

行
く

秋

の

所

々

や

下

刈
凛
蕪
村

紅
葉

や

ら

ま
ず

か

か
り
町

刈

下
り

簗

一
茶

簗

は
古

く
か

ら
あ

お
心一
法
の

一

つ

で
、

川

の
流

れ
に

竹
簀

な
ど

を

仕

掛
け

て

魚
を

と

る
方
法

で
す
。

川
を
下
る
魚
を
と
る
の
を
下

り
簗
、
上
る
魚
を
と
る
の
を

上
り
簗
と
い
い
ま
す
。
ア
ユ

や
マ
ス
、
フ
ナ
や
カ
ジ
カ
な

ど
を
と
る
と
き
に
、
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
漁
法
で
す
。

昔
は
全
国
各
地
の
川
で
よ
く

見
か
け
ま
し
た
が
、
最
近
は

魚

の
資

源
保
護

な

ど

を
理
由

に
、

あ

ま
り

簗
を
仕

掛

け
な

く
な

っ
て

き
て

い

る
よ
う

で

す
。

秋

に

な
る

と
、
川

に
近

い
街

道

な

ど
に
、
「
○

○

名
物
×

×

簗
」
な

ど

と
書

い
た

の

ぼ
り

旗

を
見

か
け

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ

は
、

観
光
用

に
つ

く
ら
れ
た

も
の
で

す
。

簗
で

落

ち
ア
ユ

な

ど
を

と
り
、

そ

の
場

で
料

理
を

し
て

く

れ

る
の
で

す
。塩
焼

き
は
、

ア
ユ

料

理
の

定
番

と

い
え

ま
す

。
簗
で

と
れ

た
ア
ユ

は

。
金

ぐ
し

の
う

ね
り

打

ち
″

と

い

っ
て
、

尾

が
は

ね

る
形

に
く
し

を

打
ち
、

ひ

れ
に

化
粧

塩

を
し
た

塩

焼
き

を
タ

デ
酢
で
食

べ
ま
す
。

焼

い
て

み
そ

を

ぬ
っ

た
魚
田

（

魚

の
田

楽

）
や

、
フ

ラ

イ
な

ど
の

ア

ユ

料
理

も

格
別
で

す

。
河

原
の
ア

カ
シ
ヤ

の
林

な

ど
に
し

つ

ら
え
た

小

心
に

料
理

に
舌

鼓

奄
打

气

簗

の

簀

棚
の
水

音

を
聞
き

な
が

ら
。

Ｌ
ＩＩ
Ｉ

時

折
、

水
面

を
は

ね

る
ア
ユ

を

見

る
の
は
風

情

が

あ
り

ま

す

ね
。
さ
て

、
十
月

は
「
食

生
活

改

善

普

及
運

動
月
間

」
で

す
。
毎

日

の
食

事

の
栄
養

バ
ラ

ン
ス

が

悪

い
と
、

成
人

病

を
引

き

起
こ
す

要
因

と

も
な

り
ま

す
。

毎
日
の
食
生
活
を
見
直
し
、
偏
っ

た
食
事
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



足 に合 う 靴を 選 ぶ

ーペンを小道具に使うー

靴
が
足
に
合
わ
ず
に
、
痛
い
思

い
や
靴
ず
れ
が
で
き
た
経
験
を
し

た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
で
は
、

足
に
合
う
靴
は
、
ど
う
や
っ
て
選

べ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
手
で
中
底
を
触
っ
て
み

ま
す
。
足
の
裏
が
直
接
当
た
る
靴

の
中
底
に
、
し
わ
や
凹
凸
が
あ
る

も
の
は
、
足
を
疲
れ
さ
せ
ま
す
の

で
避
け
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

次
に
、
靴
を
床
に
置
い
て
く
だ

さ
い
。
か
か
と
の
部
分
が
し
っ
か

り
と
地
面
に
つ
い
て
い
る
靴
が
、

づ
フ
ン
ス
も
安
定
感
も
い
い
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
女
性
の
履
く
ヒ
ー

ル
は
、
か
か
と
の
接
地
面
積
が
小

さ
い
の
で
、
安
定
が
悪
け
れ
ば
、

履
き
心
地
は
も
ち
ろ
ん
、
足
が
疲

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
靴
を
選
ぶ

と
き
は
、
特
に
バ
ラ
ン
ス
や
安
定

感
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

靴
の
先
を
指
で
押
す
の
も
、
チ

ェ
ッ
ク
法
の
一
つ
で
す
。
革
が
厚

く
て
弾
力
性
の
な
い
靴
や
、
逆
に

革
が
薄
く
て
反
発
力
の
な
い
靴
も
、

足
が
疲
れ
や
す
く
な
る
と
い
え
ま

す
。次
に
、
靴
と
足
の
大
き
さ
が
合

っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
見
分
け
方

で
す
。
実
際
に
、
靴
を
履
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
靴
の
中
で
指
が
動
か

な
か
っ
た
り
、
親
指
の
つ
め
が
強

く
当
た
る
靴
は
、
ど
ん
な
に
気
に

入
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
も
避
け
る
べ

き
で
す
。
さ
ら
に
、
足
の
指
先
を

つ
ま
先
一
杯
に
押
し
込
み
ま
す
。

こ
の
と
き
一
本
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
、

か
か
と
の
部
分
に
挟
ま
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
れ
ば
合
格
で
す
。

で
は
、
床
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

立
ち
止
ま
っ
て
両
足
で
か
か
と
立

ち
や
、
つ
ま
先
立
ち
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
足
を

開
閉
し
た
り
な
ど
も
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
靴
が
足
に
当

た
ら
な
い
か
、
靴
の
中
で
足
が
滑

ら
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
見

て
触
り
、
履
い
て
歩
く
１

ぜ
ひ

実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
靴
は
夕
方
に
選
び

ま
し
ょ
う
。
朝
と
夕
方
と
で
は
、

足
の
大
き
さ
に
若
干
の
違
い
が
あ

る
か
ら
で
す
。
朝
に
選
ん
だ
靴
は
、

午
後
に
は
き
つ
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

＜］お わ び と 訂 正［〉

広報９月号の「戸籍の窓

口・お誕生おめでとう」の

名前の一部が間違っていた

ので訂正しておわびいたし

ます。

田澤葉奈子→田澤葉名子
－ －

“親子ふれあい村「手作りの秋を楽しもう」”参加者募集

自然の中で深めよう親子のふれあい

下北少年自然の家では、“親子ふれあい

村「手作りの秋を楽しもう」”の参加者を

募集します。自然の中での活動を通して、

親子のふれあいを深めましよう。
・ いつ 平成６年Ｕ月１２日（土）

午前９時３０分～午後３時
・ どこで 青森県立下北少年自然の家

■だれが ・小学校３年生から高校生まで

とその保護者扣Ｏ名

※子ども会や育成会等の少年団体でも参力［］

できます。

■なにを 自然の素材を利用して、野山の

りうフト（工作）などを作ります。

■参加料 １人５００円（昼食代、保険料等）

※材料費などは別途徴収いたします。

■申し込み

１１月４日（木）までに下北少年自然の家

まで申込書をお送りください。

ａ０１７５（３４）５８５８

戸籍の窓口
９月１４日現在

○お誕生おめでとう

七戸 貴哉（武司）古佐井

○ご結婚おめでとう

｜宮川 範彦 大佐井

三上 貴子 青森市

１金澤 清明 大佐＃

永田 涼子 長崎県

○おくやみ申し上げます

田中松五郎（繁喜）磯 谷

横濱 ミヨ（ 嗇 ）磯 谷

品田 祥枝（ 稔 ）古佐井

大畑久四郎（義隆）牛 滝

腦田 さだ（欽一）大佐井

糸個人のプライバシーを尊重

する意味で掲載してほしくな

い方は、届出の際、係に申し

出て下さい。

８月３１日現在人口（前月比）

男 １，７４７（士Ｏ）

女 １，フ６６（＋３）

計 ３，５１３（＋３）

世帯数 １，１０９（－２）
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